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第
十
八
条

分
べ
ん
業

第（
分 十 第 五 第
べ 一 十 三
ん 条 一 分 条
業 か 条 べ 中
務 ら か ん 第
手 第 ら 業 二
当 十 第 務 十
） 七 十 手 号

山
一 口 一
般 県 平 般
職 一 条 成 職
の 般 例 二 の
職 職 第 十 職
員 の 四 一 員
の 職 十 年 の
特 員 五 十 特

毎
週
火
・
金
曜
日
発
行

務
手
当
は
、
総
合
医
療
セ
ン
タ

条 八 当 を
ま 条 第
で ま 二

で 十
削 を 一
除 次 号

の と
よ し
う 、
に 第
改 五
め 号

殊 の 号 月 殊
勤 特 十 勤
務 殊 三 務
手 勤 日 手
当 務 当
に 手 に
関 当 関
す に す
る 関 る
条 す 条
例 る 例

条 の

条

ー
に
勤
務
す
る
医
師
が
主
治

る か
。 ら

第
十
九
号
ま
で
を
一
号

（
昭 例 一
和 の 部
三 一 を
十 部 改
七 を 正
年 改 す
山 正 る
口 す 条
県 る 例
条 条 を
例 例 こ

例

の
医
師
と
し
て
分
べ
ん
の
業

ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
四
号
の

第 こ
一 に
号 公
） 布
の す
一 る
部 。
を
次
の
よ

警 山 山 山
察 口 口 口
署 県 県 県
の 立 使 税
名 高 用 賦
称 等 料 課
、 学 手 徴
位 校 数 収
置 等 料 条
及 条 条 例
び 例 例 及
管 の の び

○
県 職 一 条
議 員 般 例
会 の 職
の 退 の
議 職 職
員 手 員
そ 当 の 目の に 特
他 関 殊
非 す 勤
常 る 務
勤 条 手

務
に
従
事
し
た
と
き
に
支
給

次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

う 山
に 口改
正 県
す 知る
。 事

二

轄 一 一 山
区 部 部 口
域 を を 県
に 改 改 の
関 正 正 事
す す す 務
る る る 処
条 条 条 理
例 例 例 の
の 特
一 例
部 に
を 関
改 す
正 る

の 例 当
職 等 に
員 の 関 次
の 一 す
公 部 る
務 を 条
災 改 例
害 正 の
補 す 一
償 る 部
等 条 を
に 例 改
関 正
す す
る る

す
る
。

一

井

関

成

す 条
る 例
条 の
例 一

部
を
改
正
す
る
条
例

条 条
例 例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

二 二 一 一
一 〇 八 五

一
五 二 一

条

例
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は
、
当
該
各
号
に

２ 第
四 三 二 一 二

こ 条
子 前 子 配 のの
、 号 、 偶 二条
父 に 父 者例
母 掲 母 この （
、 げ 、 届 の規

（ 「
遺 第 第 第 目
族 二 五 四 次
の 条 章 章 中
範 の 「
囲 三 雑 退 第
及 を 則 職 二
び 第 手 条（

第 山（
一 職 口
条 員 県 平

の 職 条 成
職 退 員 例 二
員 職 の 第 十
の 手 退 四 一
退 当 職 十 年
職 に 手 六 十

２
職 こ
員 の 前
の 条 附 項
退 例 の
職 は 則 手
手 、 当
当 平 の
に 成 額

掲
げ
る
順
位
に
よ
る
。
こ
の
場

孫 る 孫 出 条定
、 者 、 を 例に
祖 の 祖 し によ
父 ほ 父 な おる
母 か 母 い い退
及 、 及 が て職
び 職 び 、 、手
兄 員 兄 職当 「
弟 の 弟 員 遺を
姉 死 姉 の 族受
妹 亡 妹 死 」け
で 当 で 亡 と

順 二 第 当 の
位 条 十 の 二
） の 九 支 」

四 条 給 を
と ・ 制 「
し 第 限 第
、 二 等 二
第 十 条（
一 条 第 の
章 ） 十 三
中 一 」
第 条 に

手 関 当 号 月
当 す に 十
に る 関 三
関 条 す 日
す 例 る
る の 条
条 一 例
例 部 等

改 の（
昭 正 一
和 ） 部
二 を

関 二 は
す 十 、
る 一 一
条 年 件
例 十 に
等 一 つ
の 月 き
一 一 一
部 日 万
を か 円
改 ら と
正 施 す

合
に
お
い
て
、
父
母
に
つ
い

る
第 時 職 当 はべ
二 主 員 時 、き
号 と の 事 次遺
に し 死 実 に族
該 て 亡 上 掲の 当 そ 当 婚 げ順 し の 時 姻 る位 な 収 主 関 者は い 入 と 係 を、 も に し と い前 の よ て 同 う

二 、
条 第 「
の 十 第
二 八 二
を 条 条
第 ） の
二 」 三
条 に 」
の 改 を
三 め 「
と る 第

十 改
九 正
年 す
山 る
口 条
県 例
条
例
第
五
号

す 行 る
る す 。
条 る
例 。
を
こ
こ
に
公
布
す

て
は
、
養
父
母
を
先
に
し
実

項 つ そ 様 。各 て の の号 生 収 事の 計 入 情順 を に に位 維 よ あに 持 つ つよ し て たり て 生 者、 い 計 を
同 た を 含

し 。 二
、 条
第 の
二 四
条 」
の に
次 、
に 「
次 第
の 四
一 章

）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

る
。

父
母
を
後
に
し
、
祖
父
母
に

項 親 維 む
第 族 持 。
二 し ）
号 て
及 い
び た
第 も
四 の
号
に
掲

条
を 雑
加 則
え （
る 第
。 十

一
条

第
十

正 山
す 口る
。 県

知
事

二

つ
い
て
は
、
養
父
母
の
父

げ
る
者
の
う
ち
に
あ
つ
て

四
条
）
」
を

井

関

成
二
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掲
二 げ

る
退 者
職 を
し 除
た く
者 。

に の を 一
よ 第 四 号「
ら 六 第 第 」
ず 条 三 八 に
に の 項 条 改
そ 四 第 第 め
の 第 五 三 、
者 四 号 項 同

に 給 職 の げ の
改 を 手 引 る 条
め 受 当 き 者 例
、 け 及 続 又 の
同 な び い は 規
項 か 第 た こ 定
第 つ 九 在 れ に
十 た 条 職 に よ

定
第 に 第 二
五 か 三 べ
条 か 条 き 職
の わ 第 者 員
二 ら 二 を の
第 ず 項 故 死
二 」 中 意 亡

４ ３
一 て 母

次 当 こ を
職 に 該 の 先
員 掲 各 条 に
を げ 遺 例 し
故 る 族 の 実
意 者 に 規 父

の ）
う 」
ち を
自 削
己 り
都 、
合 同
退 項
職 第
者 二
以 号
外 を

の 項 」 第 項
都 第 を 三 第
合 一 号 十「
に 号 第 」 四
よ 中 八 に 号
り 条 改 中「
退 退 第 め 「
職 職 三 、 第
し し 項 同 七
た た 第 項 条
者 者 五 第 の
を で 号 十 四

二 こ の 期 準 る
号 と 規 間 ず 退
中 が 定 の る 職

あ に 全 者 手「
第 る よ 期 に 当
七 場 る 間 該 を
条 合 退 が 当 支
の に 職 切 す 給
四 お 手 り る し
第 け 当 捨 に な
二 る を て 至 い
項 当 い ら つ こ

項 に に 前「
中 改 退 死 に

め 職 亡 、「
第 る し さ 当
七 。 た せ 該
条 者 た 職
の 」 者 員
四 の の
第 下 死
四 に 亡
項 に「
、 よ

に は 支 定 母
死 、 給 に の
亡 こ す よ 父
さ の る る 母
せ 条 。 退 を
た 例 職 後
者 の 手 に

規 当 し
定 の 、
に 支 父
よ 給 母
る を の

の 次
も の
の よ
で う
そ に
の 改
勤 め
続 る
期 。
間
が

い そ 」 六 第
う の に 号 三
。 勤 改 中 項
以 続 め 第「
下 期 、 第 二
こ 間 同 七 号
の が 項 条 」
項 」 第 の を
に を 十 四 「
お 八 第 第「
い 退 号 三 八

」 該 う れ た と
を 一 。 た こ と

般 以 こ と し「
第 の 下 と に て
八 退 同 又 よ い
条 職 じ は り る
第 手 。 第 退 退
二 当 ） 十 職 職
項 等 の 二 し 」
」 に 全 条 た に
に 係 部 第 こ 、

（
第 第 つ
八 十 て
条 二 こ
第 条 の
三 第 条
項 一 例
又 項 の
は 各 規
第 号 定
十 に に
三 掲 よ

退 受 養
職 け 父
手 る 母
当 べ を
の き 先
支 遺 に
給 族 し
を に 父
受 同 母
け 順 の
る 位 実

一
年
以
上
四
年
以
下
の
も
の

て 職 中 項 条
同 し 第 第「
じ た 第 四 三
。 者 七 号 項
） の 条 」 第
以 う の を 二
外 ち 四 号「
の 自 第 第 」
も 己 三 八 に
の 都 項 条 改
で 合 第 第 め

改 る を 一 と 「
め 」 支 項 が こ
、 に 給 若 あ れ
同 改 し し る ら
項 め な く 場 の
第 、 い は 合 支
十 同 こ 第 に 給
三 項 と 十 お 」
号 第 と 四 け を
中 十 す 条 る 「

一 る 第 当 こ

条 げ る
の る 退
規 者 職
定 を 手
に 含 当
該 む の
当 。 支
す ） 給
る 」 を
も を 受
の 加 け

こ の 父
と 者 母
が が を
で 二 後
き 人 に
る 以 す
遺 上 る
族 あ 。
と る
し 場
な 合

前
号
の
規
定
に
よ
り
計
算

そ 退 六 三 、
の 職 号 項 同
勤 者 」 第 項
続 を 四 第（
期 第 号 十「
間 三 第 」 五
が 条 八 に 号
五 第 条 改 中
年 二 第 め 「
以 項 三 、 第
上 に 項 同 七

「
第 号 処 一 該 れ
七 中 分 項 」 ら
条 を の を の「
の 第 受 規 退「
四 七 け 定 第 職
第 条 た に 七 手
三 の こ よ 条 当
項 四 と り 第 」
第 第 に 一 七 に
一 一 よ 般 項 、
号 項 り の の

」 え る
を 、 こ

と「 「
こ 同 が
の 項 で
条 の き
例 規 る
そ 定 先
の に 順
他 か 位
の か 又

い に
。 は

、
そ
の
人
数
に
よ
つ
て

し
た
額
の
二
分

三 の
一
に
相

」 規 第 項 条
に 定 六 第 の
改 す 号 十 四
め る 」 七 第
、 傷 に 号 三

病 改 中 項「
又 め 第（ 「

次 は る 第 三
号 死 。 七 号
に 亡 条 」

「
」 」 一 退 規 第
を を 般 職 定 八

の 手 に 条「 「
第 第 退 当 よ 第
八 八 職 等 り 一
条 条 手 職 項（
第 第 当 一 員 各
三 一 等 般 と 号
項 項 の の し に
第 」 支 退 て 掲

条 わ は
例 ら 同
の ず 順
規 」 位
定 を の
に 遺「
よ 前 族
り 項 と
、 の な
こ 規 る

当
該
退
職
手
当
を
等
分
し
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が
廃
止
さ
れ
た

第
二 一 十

を 退 せ 一
有 職 退 る 懲 条
し 手 職 処 戒
て 当 手 分 免 こ
い を 当 を 職 の
た 支 管 い 等 章

に（
定 第 改 第「
義 十 第 め 十
） 一 四 る 条

条 章 。 第
を 一
次 雑 項
の 則 第

と る
し 第 第 。 第 第
、 七 八 六七
第 条 条 条条
七 の を の第
項 四 削 五三
を の る 第項
第 見 。 一中

五 四 三 第
六 当

自 自 退 条 す
己 己 職 の る
都 都 し 四 額
合 合 た 第
退 退 者 四

場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
職
に

機 給 理 う 処 に
関 し 機 。 分 お
を な 関 い
い い 地 て
う こ 地 方 、
。 と 方 公 次
た と 公 務 の
だ し 務 員 各
し て 員 法 号
、 い 法 第 に
当 る そ 二 掲
該 退 の 十 げ

よ 」 一
う を 号
に 中「
改 第 「
め 四 一
る 章 般
。 の

退 退
職 職
手 手
当 当
の 及

五 出 項「
項 し 中第
と 中 八 「
し 第条「
、 に 二第
同 対 条一
条 す の項
を る 三各
第 退 」号
八 職 を」
条 手 を 「
と 当 第

職 職 の 項
者 者 う に
で で ち 次
そ そ 自 の
の の 己 三
勤 勤 都 号
続 続 合 を
期 期 退 加
間 間 職 え
が が 者 る
九 十 以 。
年 年 外

相
当
す
る
職
）
を
占
め
る
職

機 職 他 九 る
関 を の 条 用
が 除 法 の 語
退 く 令 規 の
職 。 の 定 意
後 以 規 に 義
に 下 定 よ は
廃 こ に る 、
止 の よ 懲 当
さ 章 り 戒 該
れ に 職 免 各

支 び
給 前
制 条
限 の
等 規
」 定
に に
改 よ
め る
る 退
。 職

「
す に 二第
る 係 条十
。 る の二

特 四条
例 」第」 に一を 改項 め各「
の る号在 。」職

以 以 の
下 上 も
の 二 の
も 十 で
の 四 そ

年 の
零 以 勤

下 続
の 期
も 間
の が

員
に
対
し
懲
戒
免
職
等
処
分

た お 員 職 号
場 い の の に
合 て 退 処 定
に 同 職 分 め
お じ そ る（
け 。 こ の と
る ） の 他 こ
当 の 条 の ろ
該 日 例 職 に
職 に そ 員 よ
員 お の と る

手
当
（
以
下
「
一
般
の
退
職

に期 改間 めの 、計 同算 条」 第に 五改
項め
第、
一同

零
第 の
一 も
号 の
の
規 零
定
に
よ
り
計

を
行
う
権
限
を
有
す
る
機
関

に い 他 し 。
つ て の て
い 当 条 の
て 該 例 身
は 職 の 分
、 員 規 を
当 に 定 当
該 対 に 該
職 し よ 職
員 懲 り 員
の 戒 、 の

手
当
等
」
と
い
う
。
）
」
を

号条
中中

第 「
第四
十項
三及
条び
」第
を五

項 「
第を

算
し
た
額
の
二
分
の
一
に
相

（
当
該
機
関
が
な
い
場
合

占 免 こ 非
め 職 の 違
て 等 条 を
い 処 例 理
た 分 の 由
職 を 規 と

行 定 し（
当 う に て
該 権 よ 失
職 限 る わ

「
一
般
の
退
職
手
当
等
」

十削
九り
条、
第第
二六
項項
」を
に第
改四

項 め

当
す
る
額

四
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３
第

職 十
員 三
が 条
第 に
八 次
条 の

同
な 条 第 第
つ 職 に 十 十
た 員 第 三 四
と が 一 条 条
き 退 項 の を
は 職 と 見 第
、 し し 出 二

３ ２
通 山 な 二
知 口 退 け 退
が 県 職 れ 職 地
当 報 手 ば 手 方
該 に 当 な 当 公
処 登 管 ら 管 務
分 載 理 な 理 員

一 当 お の 者
該 け 職 が

懲 一 る 務 死
戒 般 当 及 亡
免 の 該 び し
職 退 退 責 た
等 職 職 任 と

第 （
十 懲 第 第
二 戒 十 十 に
条 免 二 一 あ

職 条 条 つ
退 等 を の て
職 処 次 二 は
を 分 の を 、

第 二
一 項
項 を
の 加
規 え
定 る
に 。
該
当
す
る
退

こ た て し 十
の 場 次 を 条
条 合 の と「
例 一 す（ （
の 第 項 職 る
規 十 を 員 。
定 二 加 が
に 条 え 退
よ 第 る 職
る 一 。 し
退 項 た
職 各 後

を す 機 い 機 法
受 る 関 。 関 第
け こ は は 二
る と 、 、 十
べ を 前 前 八
き も 項 項 条
者 つ の の 第
に て 規 規 四
到 通 定 定 項
達 知 に に の
し に よ よ 規
た 代 る る 定

処 手 を 、 き
分 当 し 当 は
を 等 た 該 、
受 の 者 退 当
け 全 の 職 該
て 部 言 を 退
退 又 動 し 職
職 は 、 た に
を 一 当 者 係
し 部 該 の る
た を 非 勤 一
者 支 違 務 般

し を よ 削 懲
た 受 う る 戒
者 け に 。 免
が た 改 職
次 場 め 等
の 合 る 処
各 等 。 分
号 の 及
の 退 び
い 職 こ
ず 手 の
れ 当 章

職
を
し
、
か
つ
、
引
き
続
い

手 号 に
当 の 引
は い き
、 ず 続
支 れ き
給 か 職
し に 員
な 該 と
い 当 な
。 す つ

る た

も え 通 処 に
の る 知 分 よ
と こ を を る
み と す 行 失
な が る う 職
す で 場 と （
。 き 合 き 同

る に は 法
。 お 、 第
こ い そ 十
の て の 六

給 が の の
し 公 状 退
な 務 況 職
い の 、 手
こ 遂 当 当
と 行 該 等
と に 退 の
す 及 職 額
る ぼ を の
処 す し 支
分 支 た 払

か の の
に 支 規
該 給 定
当 制 に
す 限 基
る ） づ
と く
き 処
は 分
、 の
当 性

て
特
定
一
般
地
方
独
立
行
政

場 場
合 合
を 等
除 に
く お
。 け
） る
に 退
お 職
い 手
て 当

場 、 理 条
合 当 由 第
に 該 を 一
お 処 付 号
い 分 記 に
て を し 該
は 受 た 当
、 け 書 す
そ る 面 る
の べ に 場
登 き よ 合

を 障 者 を
行 の が 受
う 程 行 け
こ 度 つ る
と 並 た 権
が び 非 利
で に 違 を
き 当 の 承
る 該 内 継
。 非 容 し

違 及 た

該 質
退 を
職 考
に 慮
係 し
る て
退 人
職 事
手 委
当 員
管 会

法
人
等
職
員
と
な
つ
た
場
合

、 の
そ 不
の 支
者 給
が ）
退 」
職 に
の 改
日 め
又 、
は 同

載 者 り を
し の 、 除
た 所 そ く
日 在 の 。
か が 旨 ）
ら 知 を 又
起 れ 当 は
算 な 該 こ
し い 処 れ
て と 分 に
二 き を 準

が び 者
公 程 ）
務 度 に
に 、 対
対 当 し
す 該 、
る 非 当
信 違 該
頼 に 退
に 至 職
及 つ を

理 規
機 則
関 で
は 定
、 め
当 る
該 機
退 関
職 ）
を を
し い

又
は
同
条
第
二

五 項
の
規
定

そ 条
の を
翌 同
日 条
に 第
再 二
び 項
職 と
員 し
と 、

週 は 受 ず
間 、 け る
を 当 る 退
経 該 べ 職
過 処 き を
し 分 者 し
た の に た
日 内 通 者
に 容 知
、 を し

ぼ た し
す 経 た
影 緯 者
響 、 が
を 当 占
勘 該 め
案 非 て
し 違 い
て 後 た
、 に 職

た う
者 。
（
当
該
退
職
を
し
た
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等
処
分
に
値
す

二 一 る
間 手 聴 。
中 当 当 取 当
に 該 等 し 該
懲 退 の た 退
戒 職 額 事 職
免 手 を 項 を

２
は 二
、 退 る き
当 刑 退 。職
該 事 職を
退 事 をし
職 件 した
に に た者

第 （
一 に 十 退 第

第 係 三 職 十
職 る 条 手 二百
員 一 当 条三
が 般 退 の の十
刑 の 職 支 二一
事 退 を 払 及号

４
第 条 き に
十 例 地 、 該
三 の 方 こ 当
条 規 独 の す
を 定 立 条 る
第 に 行 例 職
十 よ 政 の 員

る
こ
と
が
明
ら
か
な
も
の
を
い

職 当 支 若 し
等 管 払 し た
処 理 う く 者
分 機 こ は の
を 関 と 調 基
受 が が 査 礎
け 、 公 に 在
る 当 務 よ 職
べ 該 に り 期
き 退 対 判 間
行 職 す 明 中
為 を る し の

係 関 者に
る し に対
退 起 対し
職 訴 しま
手 を まだ
当 さ だ当
管 れ 当該
理 た 該退
機 と 一職
関 き 般に
は 。 の係
、 退

事 職 し の び）
件 手 た 差 第第
に 当 者 止 十六
関 等 が め 二編
し の 次 ） 条に
起 額 の の規
訴 の 各 三定

支 号 をす （
当 払 の 削る
該 を い り略
起 差 ず 、式
訴 し れ 第

九 る 法 規 が
条 退 人 定 退
と 職 法 に 職
す 手 第 よ し
る 当 五 る 、
。 は 十 退 か

、 九 職 つ
支 条 手 、
給 第 当 引
し 二 は き
な 項 、 続
い の 支 い

う
。
以
下
同
じ
。
）
を
し
た

し 信 た 行（
在 た 頼 事 為
職 者 を 実 に
期 に 確 に 係
間 つ 保 基 る
中 い す づ 刑
の て る き 事
職 、 上 そ 事
員 当 で の 件
の 該 支 者 に
非 一 障 に 関

る
当 職一
該 手般
退 当の
職 等退
を の職
し 額手た が当者 支等に 払の対 わ額し れ

手
に 止 か 十続
係 め に 二に
る る 該 条よ
犯 処 当 のる
罪 分 す 次も に を る にの つ 行 と 次を い う き の除 て も は 六く 禁 の 、 条。 錮 と 当 及

。 規 給 て
定 し 特
に な 定
よ い 一
り 。 般
職 地
員 方
が 独
移 立
行 行
型 政

こ
と
を
疑
う
に
足
り
る
相
当

違 般 を 犯 し
に の 生 罪 て
当 退 ず が 、
た 職 る あ そ
る 手 と る の
行 当 認 と 者
為 等 め 思 が
で の る 料 逮
あ 額 と す 捕
つ の き る さ
て 算 。 に れ

が、 て支当 い払該 なわ一 いれ般 場ての 合い退 にな職 お
い手 い
場当 て
合等 、

以 以 す 該 び下 上 る 退 章同 の 。 職 名じ 刑 に を。 が 係 加） 定 る えを め 退 るさ ら 職 。れ れ 手た て 当
場 い 管

一 法
般 人
地 等
方 職
独 員
立 と
行 な
政 つ
法 た
人 場
の 合

な
理
由
が
あ
る
と
思
料
す
る

、 定 至 た
そ の つ と
の 基 た き
非 礎 と 又
違 と き は
の な で 当
内 る あ 該
容 職 つ 退
及 員 て 職
び と 、 手
程 し そ 当

にの 当
お額 該
いの 退
て支 職
、払 を
次を し
の差 た
各し 者
号止 が
のめ 基
いる 礎

合 る 理
に も 機
お の 関
い に は
て 限 、
、 り 当
そ 、 該
の 刑 退
判 事 職
決 訴 を
の 訟 し

職 に
員 お
と い
な て
る は
場 、
合 人
に 事
は 委
、 員
そ 会

に
至
つ
た
と
き
。

度 て の 管
に の 者 理
照 引 に 機
ら き 対 関
し 続 し が
て い 一 そ
懲 た 般 の
戒 在 の 者
免 職 退 か
職 期 職 ら

ず処 在
れ分 職
かを 期
に行 間
該う 中
当こ の
すと 行
るが 為
とで に

き き 係

確 法 た
定 者（
前 昭 に
に 和 対
退 二 し
職 十 、
を 三 当
し 年 該
た 法 退
と 律 職

の 規
者 則
に で
対 定
し め
て る
は 場
、 合
こ を
の 除

六
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８
般

第 の
一 退
項 職
又 手
は 当
第 等

７ ６
と 三

前 な 第 項
二 く 三 の 当
項 当 項 規 該
の 該 の 定 支
規 支 規 に 払
定 払 定 よ 差

二 一 と
項 合 き（
の 禁 当 当 は
規 錮 該 、該
定 以 支 こ支
に 上 払 の払
よ の 差 限差

５
職 当 化 （
期 該 第 を 昭
間 支 一 理 和
中 払 項 由 三
の 差 又 に 十
行 止 は 、 七
為 処 第 当 年

４ ３
該 ま を

前 遺 だ 受 死
族 当 け 亡三
に 該 る に項
対 一 前 よの
し 般 に る規
、 の 死 退定

二 の
項 額
の の
規 支
定 払
に を
よ 差
る し
支 止
払 め
差 る
止 必

は 差 に る 止
、 止 よ 処 処
当 処 る 分 分
該 分 支 を を
支 を 払 受 受
払 受 差 け け
差 け 止 る た
止 た 処 こ 者
処 日 分 と に
分 か を な つ
を ら 行 く い
行 一 つ 、 て

る 刑 止 り止
処 に 処 で処
分 処 分 な分
を せ を いを
受 ら 受 。受
け れ けけ
る た たた
こ 場 者者
と 合 にに
な 及 つつ
く び いい
、 無 て

に 分 二 該 法
係 を 項 支 律
る 取 の 払 第
刑 り 規 差 百
事 消 定 止 六
事 さ に 処 十
件 な よ 分 号
に け る を ）
関 れ 支 行 第
し ば 払 つ 十
現 な 差 た 四
に ら 止 退 条

当 退 亡 職に
該 職 し をよ
一 手 た しる
般 当 こ た一
の 等 と 者般
退 の に のの
職 額 よ 遺退
手 が り 族職
当 支 当手 （
等 払 該 退当
の わ 一 職等
額 れ 般 を

処 要
分 が
を な
受 く
け な
た つ
者 た
に と
対 し
す て
る 当

つ 年 た 当 、
た を 退 該 そ
退 経 職 支 の
職 過 手 払 者
手 し 当 差 の
当 た 管 止 基
管 場 理 処 礎
理 合 機 分 在
機 に 関 を 職
関 は は 受 期
が 、 、 け 間

て
当 罪 、、
該 の 当当
判 判 該該
決 決 支支
が が 払払
確 確 差差
定 定 止止し し 処処た た 分分日 場 のの又 合 理

逮 な 処 職 第
捕 い 分 手 一
さ 。 を 当 項
れ た 行 管 又
て だ つ 理 は
い し た 機 第
る 、 退 関 四
と 第 職 に 十
き 三 手 対 五
そ 号 当 し 条
の に 管 、 に

の
の て の し額
支 い 退 たの
払 な 職 者支
を い 手払 （
差 場 当 死を し 合 等 亡差 止 に の にし め お 額 よ止 る い の るめ 処 て 支 退る 分 、 払 職

第 該
十 支
条 払
の 差
規 止
定 処
の 分
適 を
用 取
に り
つ 消

、 速 当 た 中
当 や 該 日 の
該 か 支 か 行
支 に 払 ら 為
払 当 差 一 に
差 該 止 年 係
止 支 処 を る
処 払 分 経 刑
分 差 を 過 事
後 止 受 し 事
に 処 け た 件

理は を 由由当 除 とと該 く なな公 。 つつ訴 ） たたを 又 起起提 は 訴訴起 公 又又し 訴 は
はな を 行
行い 提 為

他 該 理 そ 規
こ 当 機 の 定
れ す 関 取 す
を る は 消 る
取 場 、 し 期
り 合 次 を 間
消 に の 申 が
す お 各 し 経
こ い 号 立 過
と て の て し
が 、 い る た

処 を 前 を の分 行 項 受 場
う 第 け 合（

以 こ 二 る に下 と 号 権 は
が に 利 、「

支 で 該 を そ
払 き 当 承 の
差 る す 継 遺
止 。 る し 族
処 と た ）

い す
て こ
は と
、 を
当 妨
該 げ
支 る
払 も
差 の
止 で
処 は

判 分 た 場 に
明 を 者 合 関
し 取 が し
た り 次 起
事 消 条 訴
実 さ 第 を
又 な 二 さ
は け 項 れ
生 れ の る
じ ば 規 こ
た な 定 と

為処 起 に
に分 し 係
係が な る
るあ い 刑
刑つ 処 事
事た 分 事
事日 が 件
件か あ に
にら つ つ
つ六 た き
き月 場 無

支 当 ず こ 後
払 該 れ と に
差 支 か が お
止 払 に で い
処 差 該 き て
分 止 当 る は
の 処 す 。 、
目 分 る 当
的 を に 該
に 受 至 支
明 け つ 払

分 き 者 が
」 は を 当
と 、 含 該
い 当 む 退
う 該 。 職
。 退 以 に
） 職 下 係
を に こ る
受 係 の 一
け る 項 般
た 退 に の

分 な
が い
取 。
り
消
さ

七 れ
る
ま
で

事 ら に な
情 な よ く
に い る 、
基 。 処 か
づ 分 つ
き を 、
、 受 次
当 け 条
該 る 第
一 こ 一

、を 合 罪
判経 で の
決過 あ 判
がし つ 決
確た て が
定場 、 確
し合 次 定
た条 し
場第 た

一 合 場

ら た た 差
か 者 場 止
に が 合 処
反 そ に 分
す の は 後
る 者 、 の
と の 速 事
認 基 や 情
め 礎 か の
る 在 に 変

者 職 お 退
は 手 い 職
、 当 て 手
行 管 同 当
政 理 じ 等
不 機 。 の
服 関 ） 額
審 は に の
査 、 対 支
法 当 し 払
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ま
だ
当
該
一
般
の

２
を 三 二
受 死 般 十
け 亡 の 当 九 当
る に 退 該 条 該
前 よ 職 退 第 退
に る 手 職 三 職
死 退 当 手 項 を

一 と 退 た
該 が 職 と
退 当 で を き
職 該 き し は
後 退 る た 、
に 職 。 場 当
禁 を 合 該

第 （
と 十 退 よ た
き 四 職 前 る 同
は 条 後 条 退 条
、 禁 第 職 の
当 退 錮 二 手 規
該 職 以 項 当 定
退 を 上 及 の に

９
て 継 を の
、 受 第 間し
当 け 一 、た
該 る 項 そ者
退 場 又 のが
職 合 は 者第
を 第 は三 （

退
職
手
当
等
の
額
が
支
払
わ
れ

亡 職 等 当 の し
し を の 管 規 た
た し 額 理 定 者
こ た の 機 に が
と 者 算 関 よ 当
に の 定 が る 該
よ 遺 の 、 懲 一
り 族 基 当 戒 般
当 礎 該 免 の（
該 退 と 退 職 退
一 職 な 職 の 職
般 を る を 処 手

錮 し の 一
以 た 一 般
上 者 般 の
の が の 退
刑 刑 退 職
に 事 職 手
処 事 手 当
せ 件 当 等
ら 等 の（
れ 当 の 額
た 該 額 の
と 退 と 支

職 し の び 額 よ
に た 刑 第 以 る
係 者 に 三 下 退
る に 処 項 で 職
退 対 せ の あ 手
職 し ら 規 る 当
手 ま れ 定 と の
当 だ た は き 額
管 当 場 、 は を
理 該 合 支 、 控
機 退 等 払 当 除
関 職 の 差 該 す

し こ 二 、項
た れ 項 一の
者 ら の 般規
が の 規 の定
既 規 定 退に
に 定 に 職よ
第 に よ 手る
十 よ る 当支
条 る 支 等払
の 支 払 の差
規 払 差 支止
定 差 止 給

て
い
な
い
場
合
に
お
い
て
、

の し 職 し 分 当
退 た 員 た 等（
職 者 と 者 以 の
手 し 下 額（ （
当 死 て 再 の「
等 亡 の 任 再 算
の に 引 用 任 定
額 よ き 職 用 の
の る 続 員 職 基
支 退 い に 員 礎
払 職 た 対 に と

き 職 の 払
。 後 権 を

に 衡 受
起 を け
訴 勘 る
を 案 権
さ し 利
れ て を
た 、 承
場 当 継
合 該 し

は に 退 止 一 る
、 係 職 処 般 も
当 る 手 分 の の
該 一 当 に 退 と
退 般 の つ 職 す
職 の 支 い 手 る
を 退 給 て 当 。
し 職 制 準 等 こ
た 手 限 用 は の
者 当 ） す 、 場

等 る 支 合

処
に 止 処 を分
よ 処 分 受を
る 分 を け受
退 を 受 なけ
職 受 け いる手 け た 者こ当 た 者 ととの 者 が みな額 が 当 なくの 死 該 す当支 亡 支 。

前
項
第
三
号
に
該
当
す
る
と

を の 在 す 対 な
受 場 職 る す る
け 合 期 免 る 職
る に 間 職 免 員
権 は 中 処 職 と
利 、 に 分 処 し
を そ 懲 の 分 て
承 の 戒 対 」 の
継 遺 免 象 と 引
し 族 職 と い き
た ） 等 な う 続

に 一 た
あ 般 者
つ の ）
て 退 に
は 職 対
、 手 し
基 当 、
礎 等 第
在 の 十
職 全 二
期 部 条

（
第 の 。 払 に
一 額 わ お
号 が な い
又 支 い て
は 払 。 、
第 わ 当
二 れ 該
号 て 一
に い 般
該 な の
当 い 退

該払 し 払一を た 差般受 場 止のけ 合 処退て に 分職い お が手る い 取
当と て り
等き 、 消
のは 当 さ
額、 該 れ

き
は
、
当
該
退
職
に
係
る
退

者 が 処 る 。 い
を 当 分 者 ） た
含 該 を を を 在
む 退 受 除 受 職
。 職 け く け 期
以 に る 。 た 間
下 係 べ ） と 中
こ る き に き の
の 一 行 つ 。 行
項 般 為 い 為
に の を て に

間 又 第
中 は 一
の 一 項
行 部 に
為 を 規
に 支 定
係 給 す
る し る
刑 な 事
事 い 情
事 こ 及

す 場 職
る 合 手
場 に 当
合 お 等
に い の
お て 額
い 、 が
て 次 既
、 の に
当 各 支
該 号 払

の当 一 た
支該 般 こ
払一 の と
を般 退 に
受の 職 よ
け退 手 り
る職 当 当
に手 等 該
至当 の 一
つ等 額 般
たの の の

職
手
当
管
理
機
関
は
、
当

お 退 し 、 関
い 職 た 当 し
て 手 と 該 地
同 当 認 退 方
じ 等 め 職 公
。 の た 後 務
） 額 と に 員
に の き 当 法
対 支 。 該 第
し 払 一 二

件 と び
に と 同
限 す 項
る る 各
。 処 号
） 分 に
に を 規
関 行 定
し う す
当 こ る

退 の を
職 い 受
を ず け
し れ た
た か 同
者 に 条
が 該 の
死 当 規
亡 す 定
し る に

と額 支 退
きか 払 職
をら を 手
含既 受 当
むに け 等
。支 る の
）払 権 額
にを 利 の
お受 を 支

け い 承 払

八
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に け
よ る
る こ
処 と
分 が
を で
行 き

２
三 二

前 等 る
項 の 当 免 当
の 額 該 職 該
規 の 退 処 退
定 算 職 分 職
に 定 手 を を

一 を て の し 退
命 は 規 て 職

当 ず 、 定 、 に
該 る こ に 当 係
退 処 れ よ 該 る
職 分 ら る 一 退
を を の 退 般 職

第 ６ ５（
十 退 行
五 職 わ 支 第
条 を れ 払 十

し た 差 二
退 た と 止 条
職 者 き 処 第
を の は 分 二

４ ３
な が 該

山 ら 退 で 遺
口 な 職 き 族
県 い 手 る に
行 。 当 。 対
政 管 し
手 理 、

う る
こ 場
と 合
が を
で 含
き む
な 。
い ）
。 に

お
け
る

か の 当 受 し
か 基 管 け た
わ 礎 理 た 者
ら と 機 と が
ず な 関 き 当
、 る が 。 該
当 職 、 一
該 員 当 般
退 と 該 の
職 し 退 退
を て 職 職
し の を 手

し 行 規 職 の 手
た う 定 手 退 当
者 こ に 当 職 管
が と よ の 手 理
基 が り 支 当 機
礎 で 算 給 等 関
在 き 出 を の は
職 る さ 受 額 、
期 。 れ け 当（
間 る る 当 該
中 金 こ 該 退
の 額 と 退 職

し 退 、 に 項
た 職 当 係 及
者 手 該 る び
に 当 支 一 第
対 の 払 般 三
し 返 差 の 項
当 納 止 退 の
該 ） 処 職 規
退 分 手 定
職 は 当 は
に 、 等 、
係 取 に 第

続 機 第
条 関 十
例 は 二

、 条（
平 第 第
成 一 一
七 項 項
年 第 に
山 三 規
口 号 定
県 又 す
条 は る

当
該
退
職
に
係
る
一
般
の
退

た 引 し 当
者 き た 等
が 続 者 の
第 い 額（
十 た 再 の
条 在 任 算
第 職 用 定
一 期 職 の
項 間 員 基
、 中 に 礎
第 に 対 と

行 が 職 を（
為 次 で を し
に 条 き し た
係 及 た た 者
る び 者 者 に
刑 第 が 対（
事 十 次 当 し
事 七 条 該 、
件 条 及 一 第
に に び 般 十
関 お 第 の 二

る り 関 一
一 消 し 項
般 さ 第 及
の れ 一 び
退 た 項 第
職 も 又 二
手 の は 項
当 と 第 の
等 み 二 規
の な 項 定
額 す の に

例 前 事
第 項 情
一 の を
号 規 勘
） 定 案
第 に し
三 よ て
章 る 、
第 処 当
二 分 該
節 を 一

職
手
当
等
に
つ
い
て
は
、
当

五 懲 す な
項 戒 る る
又 免 免 職
は 職 職 員
第 等 処 と
七 処 分 し
項 分 の て
の を 対 の
規 受 象 引
定 け と き
に る な 続

し い 十 退 条
禁 て 七 職 第
錮 条 手 一「
以 失 に 当 項
上 業 お 等 に
の 者 い の 規
刑 退 て 支 定
に 職 給 す「
処 手 失 を る
せ 当 業 受 事
ら 額 手 け 情

が 。 規 よ
支 定 る
払 に 処
わ よ 分
れ り に
た 当 つ
後 該 い
に 一 て
お 般 準
い の 用
て 退 す

の 行 般
規 お の
定 う 退
は と 職
、 す 手
前 る 当
項 と 等
の き の
規 は 全
定 、 部
に 当 又

該
退
職
に
係
る
退
職
手
当
管

よ べ る い
る き 者 た
退 行 を 在
職 為 除 職
手 を く 期
当 し 。 間
の た ） 中
額 と に の
の 認 つ 行
支 め い 為
払 た て に

れ 」 当 て の
た と 受 い ほ
と い 給 な か
き う 可 け 、
。 。 能 れ 当

） 者 ば 該
を 」 第 退
除 と 十 職
く い 条 を
。 う 第 し
） 。 三 た

、 職 る
次 手 。
の 当
各 等
号 の
の 一
い 部
ず を
れ 支
か 給
に し

よ 該 は
る 処 一
意 分 部
見 を を
の 受 支
聴 け 給
取 る し
に べ な
つ き い
い 者 こ
て の と

理
機
関
は
、
前

九 項
の
規
定

を と 、 関
受 き 当 し
け 。 該 再
て 一 任
い 般 用
る の 職
場 退 員
合 職 に

手 対（
受 当 す

の ） 項 者
全 で 、 の
部 あ 第 生
又 つ 六 計
は た 項 の
一 場 又 状
部 合 は 況
の に 第 を
返 あ 八 勘
納 つ 項 案

該 な
当 い
す こ
る と
と と
き す
は る
、 処
当 分
該 が

準 意 と
用 見 す
す を る
る 聴 処
。 取 分

し を
な 行
け う
れ こ
ば と



平 火曜日成 年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

が
失
業
手
当
受
給

い 達 受 ら 職 第
た し け 六 に 一
在 た る 月 係 項
職 日 べ 以 る 又
期 か き 内 退 は
間 ら 行 に 職 前
中 六 為 、 手 条

第 ３ ２（
該 十 退
一 七 職 山 第
般 条 手 口 十
の 当 県 二
退 退 受 行 条
職 職 給 政 第
手 を 者 手 二

第
命 退 該 に の 十
ず 職 遺 対 支 六
る 手 族 し 払 条
処 当 に 当 を
分 等 対 該 受 死
を の し 一 け 亡
行 額 、 般 る に

６ ５ ４ ３（
遺
族 第 山 退 第
の 十 口 職 一
退 二 県 手 項
職 条 行 当 第
手 第 政 管 三
当 二 手 理 号

可
能
者
で
あ
つ
た
場
合
に
あ
つ

に 月 を 当 当 第
懲 以 し 該 管 一
戒 内 た 退 理 項
免 に こ 職 機 の
職 限 と を 関 規
等 り を し が 定
処 、 疑 た 、 に
分 当 う 者 当 よ
を 該 に が 該 る
受 相 足 当 退 処
け 続 り 該 職 分
る 人 る 一 手 を

当 し の 続 項
等 た 相 条 並
の 者 続 例 び
額 人 第 に（
の 死 か 三 前
支 亡 ら 章 条
払 に の 第 第
を よ 退 二 二
受 る 職 節 項
け 退 手 の 及
た 職 当 規 び
者 の 相 定 第

う 当 の 前 よ（
こ 当 該 退 に る
と 該 退 職 死 退
が 退 職 手 亡 職
で 職 の 当 し を
き を 日 等 た し
る し か の こ た
。 た ら 額 と 者

者 一 が に の
が 年 支 よ 遺
失 以 払 り 族
業 内 わ 当

の 項 続 機 に
返 の 条 関 該
納 規 例 は 当
） 定 第 、 す

は 三 第 る
、 章 一 と
第 第 項 き
一 二 の に
項 節 規 お
の の 定 け
規 規 に る
定 定 よ 同

て
は
、
失
業
者
退
職
手
当
額

べ に 相 般 当 受
き 対 当 の の け
行 し な 退 受 る
為 、 理 職 給 こ
を 当 由 手 者 と
し 該 が 当 の な
た 退 あ 等 相 く
と 職 る の 続 死
認 を 旨 額 人 亡
め し の の し（
ら た 通 算 包 た

場 当 は 四（
以 合 額 、 項
下 に の 前 の
こ は 納 項 規
の 、 付 に 定
条 そ ） お は
に の い 、
お 遺 て 前
い 族 準 項
て ） 用 の

に す 規

（
手 に れ 該 退
当 限 た 一 職
受 り 後 般 を
給 、 に の し
可 第 お 退 た
能 十 い 職 者
者 二 て 手 （
で 条 、 当 死
あ 第 前 等 亡
つ 一 条 の に
た 項 第 額 よ

に は る 項
よ 、 処 の
る 前 分 規
処 項 を 定
分 の 行 に
に 規 お よ
つ 定 う る
い に と 処
て よ す 分
準 る る は
用 意 と 、

を
除
く
。
）
の
全
部
又
は
一

れ 者 知 定 括 場
る が を の 受 合
こ 当 し 基 遺 （
と 該 た 礎 者 次
を 一 と と を 項
理 般 き な 含 か
由 の は る む ら
と 退 、 職 。 第
し 職 当 員 以 五
て 手 該 と 下 項
、 当 退 し こ ま

「
退 対 る 定
職 し 前 に
手 当 条 よ
当 該 第 る
の 退 四 処
受 職 項 分
給 に の に
者 係 規 つ
」 る 定 い
と 一 に て
い 般 よ 準

場 に 一 の る
合 規 項 支 退
に 定 第 払 職
あ す 三 を の
つ る 号 受 場
て 事 に け 合
は 情 該 る に
、 の 当 権 は
失 ほ す 利 、
業 か る を そ
者 、 と 承 の

す 見 き 当
る の は 該
。 聴 、 退

取 当 職
に 該 の
つ 処 日
い 分 か
て を ら
準 受 五
用 け 年
す る 以

部
に
相
当
す
る
額
の
納
付
を

当 等 職 て の で
該 の 手 の 条 に
一 額 当 引 に 規
般 の 管 き お 定
の 算 理 続 い す
退 定 機 い て る
職 の 関 た 同 場
手 基 は 在 じ 合
当 礎 、 職 。 を
等 と 当 期 ） 除
の な 該 間 に く

う の る 用
。 退 意 す
） 職 見 る
が 手 の 。
当 当 聴
該 等 取
退 の に
職 額 つ
の が い
日 支 て
か 払 準

退 当 き 継 遺
職 該 は し 族
手 遺 、 た ）
当 族 当 者 が
額 の 該 を 当
を 生 退 含 該
除 計 職 む 退
く の に 。 職
。 状 係 以 に
） 況 る 下 係
の を 退 こ る

る べ 内
。 き に

者 限
の り
意 、
見 行
を う
聴 こ
取 と
し が
な で

命
ず
る
処
分
を
行
う
こ
と

額 る 通 中 対 。
職 知 に し ）（

当 員 が 懲 、 に
該 と 当 戒 当 お
退 し 該 免 該 い
職 て 相 職 退 て
を の 続 等 職 、
し 引 人 処 の 当
た き に 分 日 該
者 続 到 を か 退

ら わ 用
六 れ す
月 た る
以 後 。
内 に
に お
第 い
十 て
五 、
条 当

全 勘 職 の 一
部 案 手 項 般
又 し 当 に の
は て 管 お 退
一 、 理 い 職
部 当 機 て 手
の 該 関 同 当
返 一 は じ 等
納 般 、 。 の
を の 当 ） 額

け き
れ る
ば 。
な
ら
な
い
。

一
〇
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き 職
期は
間、
中当
の該
行退
為職

５
場 事 当 件

退 合 事 管 に
職 に 件 理 関
手 あ に 機 し
当 つ 関 関 禁
の て し は 錮
受 は 禁 、 以

４
の 理 般 は き

退 全 由 の 、 判
職 部 と 退 当 決
手 又 し 職 該 が
当 は て 手 退 確
の 一 、 当 職 定
受 部 当 等 手 す

３
係 る 手 職
る 退 。 当 期
刑 職 受 間
事 手 給 中
事 当 可 に
件 の 能 懲
に 受 者 戒

２
職 項 の が
手 ま 規 退 で
当 で 定 職 き
の に に 手 る
受 規 よ 当 。
給 定 る の
者 す 通 受

にに
関係
しる
再退
任職
用手
職当
員管
に理
対機
す関
る

給 、 錮 当 上
者 失 以 該 の
が 業 上 退 刑
、 者 の 職 に
当 退 刑 手 処
該 職 に 当 せ
退 手 処 の ら
職 当 せ 受 れ
の 額 ら 給 た
日 を れ 者 後
か 除 た の に
ら く こ 死 お

給 に 該 の 当 る
者 相 一 額 の こ
が 当 般 の 受 と
、 す の 算 給 な
当 る 退 定 者 く
該 額 職 の の 、
退 の 手 基 死 か
職 納 当 礎 亡 つ
の 付 等 と の 、
日 を の な 日 第
か 命 額 る か 十
ら ず 職 ら 五

関 給 で 免
し 者 あ 職
起 つ 等（
訴 遺 た 処
を 族 場 分
さ を 合 を
れ 除 に 受
た く あ け
場 。 つ る
合 以 て べ

下 は き（
第 こ 、 行

の る 知 給
相 場 を 者
続 合 受 が
人 を け 、
に 除 た 当
対 く 場 該
し 。 合 退
、 ） に 職
当 は お の
該 、 い 日
退 当 て か
職 該 、 らは

免、
職当
処該
分退
を職
受手 け当 たの 場受 合給 に

六 。 と 亡 い
月 ） を の て
以 の 理 日 第
内 全 由 か 十
に 部 と ら 五
当 又 し 六 条
該 は て 月 第
退 一 、 以 一
職 部 当 内 項
に に 該 に の
係 相 一 限 規

（
六 る 当 員 六 条
月 処 該 と 月 第
以 分 退 し 以 一
内 を 職 て 内 項
に 行 を の に の
基 う し 引 限 規
礎 こ た き り 定
在 と 者 続 、 に
職 が が い 当 よ
期 で 失 た 該 る
間 き 業 在 退 処

十 の 失 為
三 項 業 を
条 か 者 し
第 ら 退 た
一 第 職 と
項 五 手 認
第 項 当 め
一 ま 額 ら
号 で を れ
に に 除 る
該 お く こ

を 退 第 六
し 職 十 月
た に 五 以
者 係 条 内
が る 第 に
当 退 一 第
該 職 項 十
退 手 又 五
職 当 は 条
に 管 前 第
係 理 条 五者 おの い死 て亡 、の 第日 十か 五ら 条六 第

月 一
以 項

る 当 般 り 定
一 す の 、 に
般 る 退 当 よ
の 額 職 該 る
退 の 手 退 処
職 納 当 職 分
手 付 等 手 を
当 を の 当 受
等 命 額 の け
の ず 受 る（
額 る 当 給 こ

中 る 手 職 職 分
の 。 当 期 手 を
行 受 間 当 受
為 給 中 の け
に 可 に 受 る
係 能 懲 給 こ
る 者 戒 者 と
刑 で 免 の な
事 あ 職 相 く
事 つ 等 続 死
件 た 処 人 亡

当 い 。 と
す て ） を
る 同 の 理
場 じ 全 由
合 。 部 と
を ） 又 し
含 が は て
む 、 一 、
。 当 部 当
次 該 に 該
項 退 相 一

る 機 第 項
一 関 一 又
般 は 項 は
の 、 の 前
退 当 規 条
職 該 定 第
手 退 に 三
当 職 よ 項
等 手 る に
の 当 処 お
額 の 分 い

内 の
に 規
限 定
り に
、 よ
当 る
該 処
退 分
職 を
手 受
当 け

の 処 該 者 と
算 分 退 の な
定 を 職 相 く
の 行 を 続 死
基 う し 人 亡
礎 こ た に し
と と 者 対 た
な が が し と
る で 失 、 き
職 き 業 当 は
員 る 手 該 、

に 場 分 に し
関 合 を 対 た
し に 受 し と
起 あ け 、 き
訴 つ る 当 は
を て べ 該 、
さ は き 退 当
れ 、 行 職 該
た 失 為 を 退
場 業 を し 職
合 者 し た に

に 職 当 般
お の す の
い 日 る 退
て か 額 職
同 ら の 手
じ 六 納 当
。 月 付 等
） 以 を の
に 内 命 額
お に ず （
い 基 る 当

の 受 を て
算 給 受 準
定 者 け 用
の の る す
基 死 こ る
礎 亡 と 山
と の な 口
な 日 く 県
る か 死 行
職 ら 亡 政
員 六 し 手

の る
受 こ
給 と
者 な
の く

一 相 死
一 続 亡

人 し
に た
対 と

と 。 当 退 当
し 受 職 該
て 給 を 退
の 可 し 職
引 能 た に
き 者 者 係
続 で が る
い あ 当 退
た つ 該 職
在 た 刑 手

に 退 た 者 係
お 職 と が る
い 手 認 当 退
て 当 め 該 職
、 額 ら 退 手
当 を れ 職 当
該 除 る に 管
刑 く こ 係 理
事 。 と る 機
事 ） を 一 関

て 礎 処 該
、 在 分 退
当 職 を 職
該 期 行 を
刑 間 う し
事 中 こ た
事 の と 者
件 行 が が
に 為 で 失
つ に き 業

と 月 た 続
し 以 と 条
て 内 き 例
の に 第（
引 限 次 十
き り 項 四
続 、 か 条
い 当 ら 第
た 該 第 一
在 退 五 項
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第
五
章

雑

５ ４
陳 必 理 合
そ 人 要 機 人 に
の 事 な 関 事 は
他 委 調 に 委 、
必 員 査 そ 員 当
要 会 を の 会 該
な は す 主 は 処

３ ２ 第
ら 規 十

人 人 な 定 八
事 事 い に 条
委 委 。 よ
員 員 る 退
会 会 処 職
は は 分 手

８ ７（
人 い て 当
事 山 第 。 、 該
委 口 十 当 退
員 県 二 該 職
会 行 条 相 手
へ 政 第 続 当
の 手 二 人 の

６
退 う し し
職 前 こ た 、
手 各 と 者 当
当 項 が が 該
の の で 失 退
受 規 き 業 職
給 定 る 手 を

則 協 、 る 張 、 分
力 必 こ を 必 を
を 要 と 記 要 受
求 が が 載 が け
め あ で し あ る
る る き た る べ
こ と る 書 と き
と 認 。 面 認 者
が め 又 め に
で る は る 口
き 場 資 場 頭
る 合 料 合 で

、 、 当（
第 前 以 管
十 項 下 理
四 の こ 機
条 規 の 関
第 定 条 は
二 に に 、
項 よ お 第
、 る い 十
第 諮 て 四
十 問 条「
六 に 退 第

諮 続 項 が 受
問 条 並 二 給
） 例 び 人 者

第 に 以 の
三 第 上 相
章 十 あ 続
第 五 る 人
二 条 と の
節 第 き 生
の 二 は 計
規 項 、 の
定 及

者 に 。 当 し
の よ 受 た
相 る 給 者
続 処 可 が
財 分 能 当
産 に 者 該
の 基 で 行
額 づ あ 為
の き つ に
う 納 た 関
ち 付 場 し
当 す 合 再

。 に の に 意
は 提 は 見
、 出 、 を
退 を 退 述
職 求 職 べ
手 め 手 る
当 る 当 機
の こ の 会
支 と 支 を
給 、 給 与
制 適 制 え

条 応 職 一
第 じ 手 項
一 、 当 第
項 退 の 三
又 職 支 号
は 手 給 若
前 当 制 し
条 の 限 く
第 支 等 は
一 給 の 第
項 制 処 二

各 状
は び 相 況
、 第 続 及
前 四 人 び
項 項 が 当
に の 納 該お 規 付 一い 定 す 般て は る の準 、 金 退用 第 額 職す 一

該 る に 任
処 金 あ 用
分 額 つ 職
を は て 員
受 、 は に
け 第 、 対
る 十 失 す
べ 二 業 る
き 条 者 免
者 第 退 職
が 一 職 処

限 当 限 な
等 と 等 け
の 認 の れ
処 め 処 ば
分 る 分 な
に 者 に ら
係 に 係 な
る そ る い
事 の 事 。
件 知 件
に つ に

か 限 分 項
ら 等 」 、
第 の と 第
五 処 い 十
項 分 う 五
ま に 。 条
で つ ） 第
の い を 一
規 て 行 項
定 調 お 、
に 査 う 第

の 手る 項 合 当第 か 計 等十 ら 額 に五 第 は 係条 五 、 る第 項 当 租四 ま 該 税項 で 一 のの の 般 額規 規
の を定 定

相 項 手 分
続 に 当 を
又 規 額 受
は 定 を け
遺 す 除 た
贈 る く こ
に 事 。 と
よ 情 ） を
り の の 理
取 ほ 全 由
得 か 部 と

関 て 関
し い し
、 る 、
関 事 当
係 実 該
機 の 処
関 陳 分
に 述 を
対 又 受
し は け
、 鑑 る

よ 審 と 十
る 議 す 六
処 す る 条
分 る と 第
を 。 き 一
受 は 項
け 、 又
る 人 は
べ 事 前
き 委 条
者 員 第

退 勘に に
職 案よ よ
手 しる る
当 て意 処
等 、見 分
の 定の に
額 め聴 つ
を る取 い
超 もに て
え のつ 準
る とい 用

を 、 又 し
し 当 は て
た 該 一 、
又 退 部 当
は 職 に 該
取 手 相 一
得 当 当 般
を の す の
す 受 る 退
る 給 額 職
見 者 の 手

資 定 べ
料 を き
の 求 者
提 め 又
出 る は
、 こ 退
意 と 職
見 そ 手
の の 当
開 他 管

か 会 一
ら に 項
申 諮 か
立 問 ら
て し 第
が な 五
あ け 項
つ れ ま
た ば で
場 な の

こ すて す
と る準 る
と 。用 。
な こす
つ のる
て 場。
は 合
な に
ら お
な い

込 の 納 当
み 相 付 等
で 続 を の
あ 財 命 額
る 産 ず （
財 の る 当
産 額 処 該
の 、 分 退
額 当 を 職
、 該 行 を

一
二
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一
職
後 当
に 該
禁 退
錮 職
以 を

３ 中
い に 第「
こ よ 当 第 十
と る 該 六 六
と 退 退 項 条
す 職 職 」 第
る を に を 七
こ し 係 項「

第 （
三 企

承 第 条 業
継 退 十 職 こ
し 職 六 企 員 の
た を 条 業 の 場
者 し 第 職 給 合
に た 二 員 与 に
対 者 項 の の お

第 （
二 知

第 条 事 附 附
六 等 則 則
条 知 の 第 第
中 事 退 三 二

等 職 十 十「
前 の 手 項 項
各 退 当 中 中

例
附 第 附 附 附
則 四 則 則 則
第 十 第 第 第
十 六 十 十 十
九 号 六 三 項
項 。 項 項 中
中 附 中 中 「

上 し
の た
刑 者
に が
処 刑
せ 事
ら 事
れ 件
た （
と 当
き 該
。 退

と た る 第 中
が 者 退 八 「
で の 職 項 第
き 遺 手 」 四
る 族 当 に 項
。 又 が 改 」

は 支 め を
当 払 、 「
該 わ 同 第
退 れ 項 六
職 て を 項
に い 同 」

し が 各 給 種 い
、 次 号 与 類 て
当 の 列 の 及 、
該 各 記 種 び 知
退 号 以 類 基 事
職 の 外 及 準 に
に い の び に 係
係 ず 部 基 関 る
る れ 分 準 す 同
退 か を に る 条
職 に 次 関 条 例
手 該 の す 例 第

条 職 に 「 「
」 手 関 退 場
を 当 す 職 合

に る し 又「
こ 関 条 た は
の す 例 者 」
条 る の を の
例 条 一 」 下
」 例 部 を に
に 改（ 「 「
改 昭 正 退 第
め 和 ） 職 十

則 第「 「 「
第 第 未 第 十
十 二 復 二 三
一 十 員 条 条
条 項 者 の 」
」 に 三 を（
を お 」 」 「

い の を 第「
第 て 下 十「
二 に 第 九「
条 条 二 条「
の 例 第 条 第

職
後
に
起
訴
を
さ
れ
た
場
合

係 な 条 に
る い 第 改
退 場 六 め
職 合 項 、
手 に と 同
当 お し 項
の い 、 を
支 て 同 同
払 、 条 条
を 次 中 第
受 の 第 九

当 当 よ る の 十
の す う 条 一 一
全 る に 例 部 条
部 と 改 改 第（
又 き め 昭 正 二
は は る 和 ） 号
一 、 。 四 に
部 管 十 規
を 理 一 定
支 者 年 す
給 は 山 る

、 三 し 九
同 十 た 条
条 二 者 第
に 年 二（
後 山 第 項
段 口 十 若
と 県 二 し
し 条 条 く
て 例 第 は
次 第 一 条
の 五 項 例

二 第 十 の 二
第 四 九 四 項
一 十 条 」 」
項 六 第 に に
か 号 二 改 改
ら 」 項 め め
第 と 又 る る
三 い は 。 。
項 う 職
ま 。 員
で ） の

に
あ
つ
て
は
、
在
職
期
間
中

け 各 三 項
る 号 項 と
権 の を し
利 い 第 、
を ず 五 同
承 れ 項 条
継 か と 中
し に し 第
た 該 、 六
者 当 第 項
に す 二 を

し 、 口 退
な 当 県 職
い 該 条 手
こ 退 例 当
と 職 第 管
と を 五 理
す し 十 機
る た 二 関
こ 者 号 は
と 又 ） 、
が は の 知

よ 十 各 第
う 二 号 四
に 号 に 十
加 ） 掲 六
え の げ 号
る 一 る 第
。 部 者 一

を を 条
次 含 の
の む 規
よ 。 定

」 第 退
に 一 職
改 条 手
め の 当
る 規 に
。 定 関

に す
よ る
る 条
改 例
正 等

の
行
為
に
係
る
刑
事
事
件
に

対 る 項 第
し と の 八
、 き 次 項
当 は に と
該 、 次 し
退 管 の 、
職 理 二 第
手 者 項 五
当 は を 項
の 、 加 を
全 当 え 第

で 当 一 事
き 該 部 と
る 退 を す
。 職 次 る

に の 。
係 よ
る う
退 に
職 改
手 正
当 す

う 次 に
に 項 よ
改 に る
正 お 改
す い 正
る て 前
。 同 の

じ 」
。 を
） 加
を え

前 の
の 一
」 部
を を
加 改
え 正
る す
。 る

条
例

限
る
。
）
に

一 関
三 し

当
該
退

部 該 る 七
又 退 。 項
は 職 と
一 を し
部 し 、
を た 同
支 者 条
給 、 第
し 死 四
な 亡 項

の る
支 。
払
を
受
け
る
権
利
を

」 る
に 。
改
め
る
。

（
平
成
二
十
一
年
山
口
県
条
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附
則
第
十
三
項
中

４ （
条 職

附 中 附 附 職 員
則 傷 則 則 員 の
第 病 第 第 の 退
八 に 六 二 退 職
項 よ 項 項 職 手
中 り 中 中 手 当

退 当 に「 「 「

３ ２（
山 規

附 山 口 定 第
則 口 県 は 一
第 県 職 、 条
六 職 員 こ の
項 員 等 の 規
中 等 退 条 定

退 職 例 に「

１（ （
経 施
過 こ 行 せ せ
措 の 期 附 る 、
置 条 日 こ 又
） 例 ） 則 と は

は が 当
、 で 該
公 き 退

４
職 三 二

当 項を
該 の 管 当し
退 規 理 該た
職 定 者 退者
に に が 職の
係 よ 、 を遺

「
第
七
条
の
四
第
四
項
」
を

第 職 第 並 に 関
二 し 三 び 関 す
条 た 条 に す る
の 者 第 第 る 条
三 に 一 七 条 例
」 係 項 条 例 の
を る の の 一（

退 傷 四 一 部「
第 職 病 」 部 を
二 手 又 を を 改
条 当 は 改 正「
の に 死 、 正 す

第 職 手 の よ
二 手 当 施 る
条 当 暫 行 改
の 暫 定 の 正
三 定 措 日 後
」 措 置 以 の
を 置 条 後 職

条 例 の 員「
第 例 の 退 の
二 の 一 職 退
条 一 部 に 職
の 部 を 係 手

布 る 職
の 。 手
日 当
か の
ら 支
施 払
行 を
す 受
る け
。 た

者
の

る る 当 し族
退 懲 該 た若
職 戒 退 者し
手 免 職 がく
当 職 を 在は
が の し 職当
支 処 た 期該
払 分 者 間退
わ を 中職 （
れ 受 前 のに
た け 号 行係
後 る の 為「

第
十
九
条
第
三
項
」
に
改
め

四 関 亡 第 す る
」 す に 八 る 条
に る よ 条 条 例
改 部 ら 並 例 の
め 分 ず び 一（
る 」 、 に 昭 部
。 に そ 第 和 改

改 の 十 四 正
め 者 九 十 ）
る の 条 八
。 都 第 年

四 を 改 る 当
」 改 正 退 に
に 正 す 職 関
改 す る 手 す
め る 条 当 る
る 条 例 に 条
。 例 の つ 例

一 い 及（
昭 部 て び
和 改 適 第
三 正 用 三

相
続
人
（
包
括
受
遺
者
を
含

る
に べ 処 に退
お き 分 関職
い 行 の し手
て 為 対 地当
、 を 象 方の 前 し と 公支 項 た な 務払 各 と る 員を 号 認 者 法受 の め を 第け い た 除 二

る
。

合 三 山
に 項 口
よ 及 県
り び 条
退 第 例
職 四 第
し 項 三
た 」 十
者 に 九
に 改 号
係 め ）

十 ） し 条
七 、 の
年 同 規
山 日 定
口 前 に
県 の よ
条 退 る
例 職 改
第 に 正
五 係 後
十 る の

む
。
）
に
対
し
、
当
該
退
職

る ず と く 十権 れ き 。 九利 か 。 ） 条を に に 第承 該 つ 三継 当 い 項し す て のた る 、 規
者 と 在 定
に き 職 に
対 は 期 よ

る る の
退 。 一
職 部
手 を
当 次
に の
関 よ
す う
る に
部 改
分 正

号 退 企
） 職 業
の 手 職
一 当 員
部 に の
を つ 給
次 い 与
の て の
よ は 種
う 、 類
に な 及

手
当
の
全
部
若
し
く
は
一
部

し 、 間 る
、 管 中 懲
当 理 に 戒
該 者 地 免
退 は 方 職
職 、 公 の
手 当 務 処
当 該 員 分
の 退 法 を
全 職 第 受
部 を 二 け

を す
除 る
く 。
。
）
」
を
「
第
三

改 お び
正 従 基
す 前 準
る の に
。 例 関

に す
よ る
る 条
。 例

の

に
相
当
す
る
額
を
納
付
さ

若 し 十 た
し た 九 と
く 者 条 き
は 、 第 。
一 死 一
部 亡 項
を に 又
返 よ は
納 る 第
さ 退 二

一
四
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山
口
県
税
賦
課
徴
収

２ （
の 公 経
例 務 改 過
に 上 正 措
よ の 後 置
る 災 の ）
。 害 県

又 議
は 会

１ （
施 第 第 県

こ 行 十 二 議
の 期 附 六 条 会
条 日 条 中 の
例 ） 則 中 第 議
は 二 員「
、 、 号 そ
平 第 を の

山
口 県
県 平 議

県 条 成 会
議 例 二 の
会 第 十 議
の 四 一 員
議 十 年 そ
員 七 十 の

５

附 附 職 附
則 則 員 則
第 第 の 第
三 二 退 十
項 項 職 四
中 中 手 項

当 中「 「
条
例
及
び
山
口
県
の
事
務
処
理

通 の
勤 議
に 員
よ そ
る の
災 他
害 非
に 常
つ 勤
い の
て 職
適 員

成 四 削 他
二 十 り 非
十 六 、 常
二 条 第 勤
年 及 三 の
一 び 号 職
月 第 を 員
一 四 第 の
日 十 二 公
か 六 号 務
ら 条 と 災
施 の す 害

そ 号 月 他
の 十 非
他 三 常
非 日 勤
常 の
勤 職
の 員
職 の
員 公
の 務
公 災
務 害

第 第 に 「
七 二 関 第
条 条 す 二
の の る 条
四 三 条 の
第 」 例 三
一 を の 」
項 一 を「
」 第 部 「
を 二 を 第

条 改 二「
第 の 正 条

の
特
例
に
関
す
る
条
例
の
一

用 の
し 公
、 務
同 災
日 害
前 補
に 償
発 等
生 に
し 関
た す

行 二 る 補
す 。 償（
る 公 等
。 務 に

で 関
外 す
国 る
旅 条
行 例
中 （
の 昭

災 補
害 償
補 等
償 に
等 関
に す
関 る
す 条
る 例
条 の
例 一

八 四 す の
条 」 る 四
第 に 条 」
一 改 例 に
項 め 改（
」 る 平 め
に 。 成 る
改 十 。
め 八
る 年
。 山

部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ

事 る
故 条
に 例
起 の
因 規
す 定
る は
公 、
務 平
上 成
の 二

職 和
員 四
に 十
係 二
る 年
部 山
分 口
を 県
除 条
く 例
。 第

の 部
一 を
部 改
を 正
改 す
正 る
す 条
る 例
条 を
例 こ

こ

口
県
条
例
第
十
八
号
）
の
一

に
公
布
す
る
。

災 十
害 二
又 年
は 一
通 月
勤 一
に 日
よ 以
る 後
災 に
害 発

） 三
」 十
を 八

号「
及 ）
び の
第 一
四 部
十 を
六 次
条 の

山 に
公口 布

県 す
る知 。

事

二

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る

一
五

に 生
つ し
い た
て 事
は 故
、 に
な 起
お 因
従 す
前 る

」 よ
に う
改 に
め 改
る 正
。 す

る
。

井

関

成

。



平 火曜日成 年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

ル

法
第
四
条

を め
別 、「

ヌ ト 表 タ ヨ 同
」 第 号

法 に 十 法 法 中
第 改 八 第 第 チ
四 め 号 五 五 を
条 、 の 条 条 カ

改 し を め レ
め 、 同 、 」
、 同 号 同 に
同 号 ナ 号 改
号 ル と カ め
ヌ 中 し を 、
を 、 同 同「
同 第 同 号 号

第 第（
二 山 一「

ハ 別 条 口 第 条
表 県 六及
第 山 の 十 山び
十 口 事 二 口ヘ
八 県 務 条 県」
号 の 処 第 税を
の 事 理 十 賦「

山（
山 口
口 県 平
県 山 条 成
税 口 例 二
賦 県 第 十
課 税 四 一
徴 賦 十 年
収 課 八 十

第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同

第 同 二 第 第 と
五 号 ト 五 四 し
項 中 中 項 項 、
の ホ に の カ「
協 を 第 お 協 の
議 リ 三 い 議 次
を と 条 て を に
受 し 第 準 受 次
け 、 三 用 け の
る リ 項 す る よ
こ の 」 る こ う
と 次 を 法 と に

号 二 号 ラ ヨ
ソ 十 ヲ と を
と 条 中 し 同
し 第 、 号「
、 四 第 同 ム
同 項 八 号 と
号 」 十 ワ し
リ を 二 中 、
中 条 同「 「

第 第 第 号「
第 十 一 八 カ
二 八 項 十

二 務 の 項 課ト
中 処 特 第 徴及

理 例 四 収び 「
い の に 号 条ヲ
う 特 関 中 例」
。 例 すに 「 （
） に る 第 昭改
」 関 条 二 和め
の す 例 条 二、
下 る の 第 十同
に 条 一 七 五号

例 部 項 年

条 徴 号 月
例 収 十
の 条 三
一 例 日
部 及
改 び
正 山
） 口

県
の
事
務

条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
意

に 第 加（ 「 （
ト 次 第 四 ヲ え
に の 三 条 に る
掲 よ 条 第 掲 。
げ う 第 三 げ
る に 五 項 る
も 加 項 の も
の え 」 規 の
に る に 定 に
係 。 、 に 係
る よ る

中
十 条 」 二 「
条 第 を 条 第
第 四 第 八「
一 項 第 三 十項 」 四 項 二」 に 十 」 条を 改 九 を 第め 条 五「 「
第 、 第 第 項十 同 一 四 」八 号 項 十

タ 「
及 改 第 山を （
び 平 正 一 口同
法 成 ） 号 県号
の 十 」 条ウ 施 二 を 例と 行 年 第し 「
の 山 第 三、 た 口 二 十同 め 県 条 九号 の 条 第 号ヨ 規 例 三 ）

処
理
の
特
例
に
関
す
る
条
例

見
の
聴
取
を
す
る
こ
と
（
ト

「
も ヘ る も
の 」 意 の
に を 見 に
限 の 限「
る ヲ 聴 る
。 」 取 。
） に を ）
。 改 す 。

め る
、 こ
同 と

を条 ル 」 九
第 を に 条 「

第一 同 、 第 四項 号 三「 十」 ツ ハ 項
九に と 、 」
条改 し ヘ に
第め 、 及 、
五、 同 び 「
項同 号 リ ハ
」号 ヌ 」 、

中 則 第 項 の
」 二 第 一「

第 を 号 一 部八 加 ） 号 を十 え の 」 次
三 、 一 に の
条 同 部 改 よ
」 号 を め う
を タ 次 る に

中 の 。 改「
第 よ 正

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
掲
げ
る
も
の
に
係
る
も
の

号 （
中 ヲ
ト に
を 掲
ワ げ
と る
し も
、 の
へ に
を 係
ヲ る

にリ 中 を ヘ
、を 及「 「

同 第 ト び 「
ハ号 二 、 リ
、レ 十 ヲ 」
ヘと 条 及 を
及し 第 び 「
び、 三 レ ト
リ同 項 」 、
」号 」 に ヲ
をチ を 改 及

「
五 第 う す
十 八 に る
条 十 改 。
」 三 正
に 条 す
、 の る

二 。「
ハ 」
、 を
ヘ 「
及 第

山
口
県
知
事

二

に
限
る
。
）
。

と も
し の
、 に
同 限
号 る
ホ 。
中 ）

。「
ハ
」

中 め び 「「
ト第 、 レ「
、ヘ 十 同 」
ヲ」 八 号 に
及を 条 ヲ 改
び第 を め「
レヲ 三 同 、
」」 項 号 同
にに 」 ネ 号

改 に と ワ 改

び 五
リ 十
」 一
を 条

第「
ト 一
、 項
ヲ 」
及 に
び 、

井

関

成

一
六



平成 火曜日年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

２
の
条 第
例 二
の 条
施 の
行 規
の 定
日 に

１（ （
経 施
過 こ 行 別
措 の 期 附 表
置 条 日 中
） 例 ） 則 第

は 十
、 八
農 号

お
別 い 別

チ 表 ニ て 表 オ
第 準 第

イ 十 法 用 十 イ
か 八 第 す 八 か
ら 号 十 る 号 ら
ト の 五 場 の ノ

別 別
ノ ヰ 表 ロ 表

第 第
法 法 十 法 十
第 第 八 第 八
五 五 号 三 号
十 十 の 条 の

め
、 別

ヘ ホ ニ 同 表
号 第

法 法 法 ハ 十
第 第 第 を 八
三 三 三 同 号
条 条 条 号 の

前 よ
に る
知 改
事 正
が 後
し の
た 山
許 口
可 県
等 の
の 事
処 務

地 の
法 四
等 を
の 削
一 り
部 、
を 第
改 十
正 八
す 号
る の
法 五

ま 三 条 合 三 ま
で に の を 中 で
に 次 二 含 に「
掲 の 第 む い 掲
げ よ 七 。 う げ
る う 項 ） 。 る
も に の 」 ） も
の 加 協 を 」 の
の え 議 加 の の
ほ る を え 下 ほ
か 。 受 、 に か
、 け 同 、

一 一 二 第 二
条 条 に 四 イ
第 第 次 項 の
四 三 の の 次
項 項 よ 規 に
の の う 定 次
規 規 に に の
定 定 加 よ よ
に に え る う
よ よ る 通 に
る る 。 知 加
費 公 を え

の の 第 ト 二
二 二 六 と ニ
第 第 項 し 中
二 一 の 、 「
項 項 規 同 ハ
の の 定 号 」
規 規 に ロ を
定 定 よ 中 「
に に る ト「
よ よ 条 第 」
る る 件 三 に
許 勧 の 条 改

分 処
そ 理
の の
他 特
の 例
行 に
為 関
に す
係 る
る 条
も 例

律 を
第（

平 十
成 八
二 号
十 の
一 四
年 と
法 し
律 、
第 第

「
法 る 号 及 法
の こ 中 び の
施 と ヘ 法 施
行 。 を の 行
に ト 施 に
関 と 行 関
す し の す
る 、 た る
事 ホ め 事
務 を の 務
で ヘ 規 で

用 告 す る
の 及 る 。
徴 び こ
収 措 と
を 置 。
す を
る す
こ る
と こ

と（
ト

可 告 付 第 め
の を 加 三 、
取 す 及 項 同
消 る び 」 号
し こ 報 を ニ
を と 告 を「
す 。 の 第 同
る 受 三 号
こ 理 条 チ
と を 第 と
。 す 五 し

の （
に 以
つ 下
い 「
て 改
は 正
、 後
改 の
正 条
後 例
の 」

五 十
十 八
七 号
号 の
） 六
の を
施 第
行 十
の 八
日 号
か の

あ と 則 あ
っ し 」 っ
て 、 を て
規 ニ 加 規
則 を え 則
で ホ 、 で
定 と 同 定
め し 号 め
る 、 ハ る
も ハ 中 も
の の の

（
及 ト
び 及
ヲ び
に ヲ
掲 に
げ 掲
る げ
も る
の も
に の
係 に

る 項 、
こ 」 同
と に 号
。 改 ハ

め 中
、 「
同 以
号 下
中 の
ロ 」
を を

条 と
例 い
第 う
二 。
条 ）
の 別
規 表
定 の
は 上
、 欄
適 に

ら 五
施 と
行 す
す る
る 。
。

「
次 第
に 十
次 五
の 条
よ の
う 二
に 第
加 六
え 項
る 」
。 の

る 係
も る
の も
に の
限 に
る 限
。 る
） 。
。 ）

。

ハ 「
と を
し 超
、 え
ハ る
の 」
次 に
に 、
次 「
の に
よ 限

用 掲
し げ
な る
い 事
。 務

一 の
七 う

ち
、
こ

下
に
「
（
同
条
第
八
項
に

う る
に 」
加 を
え 「
る を
。 除

く
」
に
改



平 火曜日成 年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

別
表
第
一
の

の
表

め 手
る 数 別
。 料 表

」 第
に 一
、 の

５「
歯 の
科 表

別 山
表 口
第 県 山
一 使 口
の 用 県
４ 料 使
の 手 用
表 数 料

山
口 山
県 平 口
条 成 県
例 二 使
第 十 用
四 一 料
十 年 手
九 十 数

八
の
項
中

所銃
持又
のは
許空

技 十
工 四
士 の
試 項
験 中「
の 「
」 歯
を 科るを銃 技者現の猟 「
歯 工にに所銃 科 士対受持又 技 試

一 料 手
の 条 数
三 例 料
の 条
項 昭 例
の 和 の
次 三 一
に 十 部
次 一 を
の 年 改
よ 山 正
う 口 す

号 月 料
十 条
三 例
日 の

一
部
を
改
正
す
る
条可気

銃
の

すけのは 工 験るて許空 士 に猟い可気 国 」
家 を
試 「
験 歯
の 科
」 技
に 工
、 士

国

に 県 る
加 条 条
え 例 例
る 第
。 一

号
）
の
一
部
を

例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

千他
百の

「
歯 家
科 試
技 験一 工 に件 士 」に 試 につ 験 、き 合 「
格 歯を気（ 証 科行銃同 明 技

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

円許
）可
に
あ
つ
て
は
、
三

」
を

うの時 書 工場所に 」 士合持他 を 試にのの 験お許猟五 「
歯 等け可銃千 科 手るの又四 技 数当申は百 工 料該請空円 士 」
国 を
家

山
口
県
知
事

二
「

試 歯
験 科
合 技
格 工
証 士
明 国
書 家
」 試
に 験
改 等

井

関

成

一
八



平成 火曜日年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

円「
」格射 のの猟 実をの撃 実技銃 施

認教 「 施能の四定習 に操千を 関作八受 す及百け るび円る 講射

「 「

に猟 実に猟
関銃 施関銃
すの すの
る操 る操
技作 技作
能及 能及
検び 検び
定射 定射」資 習撃に

、
「
五
千
四
百
円
」
を

の撃 の撃

六一 一千件 人八に に百つ つ円き き」
に
、
「
三
千

一 一
件 件
に に
つ つ
き き

を

一百 万円七 二」千 千を九 三
百 「 百四円 円千

四 」
百 に
円 、
」

二
万 二
二 万
千 千
円 円

」 」
を に

改
め

に 五
、 千

八
百
円
」
を
「
七
千
二

、
「
（
昭
和
三
十
三
年
法
律

一
九

百
円
」
に
、
「
三
千
五
百

第
六
号
）
」
を
削
り
、



平 火曜日成 年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

山 二 一 こ
平 口 の
成 県 別 別 条
二 立 表 表 例
十 高 第 第 は
一 等 一 一 、
年 学 の の 平
十 校 ４ ５ 成

施の年 の年附 た少 再少
め射 交射則 の撃 付撃
講資 資
習格 格
会の 認
の認 定

の年 年 の
書少 少 認
換射 射 定
え撃 撃
資 資
格 格
認 の
定 認

「

射 格射 の射
撃 の撃 認撃
練 認教 定練
習 定習 習
を を を
行 受 行
う け う
資 る 資月 等 の の 二

十 条 表 表 十
三 例 の の 一
日 の 改 改 年

一 正 正 十
部 規 規 二
を 定 定 月
改 四
正 土 公 日
す 壌 布 か
る 汚 の ら
条 染 日 施

実定 証 証 定 格 資 格

例 対 行
を 策 す
こ 法 る
こ の 。
に 一 た
公 部 だ
布 を し
す 改 、
る 正 次
。 す の

る 各

一 一
人 件
に に
つ つ
き き

一 一
件 件
に に
つ つ
き き

円に合格（
） にの同あ

お認時つ
け定にて

一 一 一
件 件 件
に に に
つ つ つ
き き き

法 号
律 に

掲（
平 げ
成 る
二 規
十 定
一 は
年 、
法 当
律 該

九
千 千
七 九
百 百
円 円

」

るの他は当申の、該請年九
五千 他を少千
千八 の行射六
九百 認う撃百

円 百定場資円

に
改
め

八 八 七
千 千 千
九 九 九
百 百 百
円 円 円

」

山
口
県
知
事

二

第 各
二 号
十 に
三 定
号 め
） る
附 日
則 か
第 ら
二 施
条 行

る
。

井

関

成

の す
規 る
定 。
の
施
行
の
日

二
〇



平成 火曜日年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

こ
の
条 附
例
は 則
、
公
布

台 山
町 第 警 口
、 二 察 県
藤 条 署 警 条
ヶ の の 察 例
台 表 名 署 第
一 山 称 の 五
丁 口 、 名 十
目 県 位 称 一

学
警 校 こ

平 察 の の
成 署 項 条
二 の の 例
十 名 次 中
一 称 に 、
年 、 次 別
十 位 の 表

別
表

附 山
口

則 県
立
大
津

山
別 山 口
表 口 県
山 県 山 条
口 立 口 例
県 高 県 第
立 等 立 五
田 学 高 十
布 校 等 号

の
日
か
ら
施
行
す
る
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